
 「野川の自然再発見」～地域のボランティア活動を楽しく～ 2018-10-25 

                                       安達榮一  

はじめに 

 70 才になり、仕事から解放され、それから今日まで 

10 年あまり、気ままな「シニア生活」を楽しんできた。 

 私は、自分のＨＰ「シニア物語」を作り、日々の 

活動を発信している。グーグルなどで、「シニア物語」 

と検索すればすぐに出て来る。 

ＵＲＬは http://ada.c.ooco.jp  

今回は、①野川の湧水や流量の調査 

②野川の外来植物の除草 

③国立天文台（七中前）竹林の管理 

④野川のフジバカマの保全 

⑤野川の環境学習について述べる。 

 

１ 野川の湧水と流量調査 

野川は、国分寺市恋ヶ窪にある日立中央研究所構内の湧水の池・大池が源泉である。今は、国分寺市から、小金井

市、三鷹市、調布市、狛江市、世田谷区と流れ、二子玉川付近で、多摩川に合流している。全長２０．２ｋｍの 1 級

河川である。野川は三鷹市付近では川幅が、４ｍから８ｍ程度の小さな清流である。「青い宝石」ともいわれるカワセ

ミの姿がよく見られる。 

「野川の水はどこから来るのか？」 武蔵野台地は、昔々の多摩川の扇状地の砂礫層の上に富士山などの火山灰の

ローム層が堆積してできた台地である。その武蔵野台地の端に、国分寺崖線がある。武蔵野台地に降った雨は、ロー

ム層を浸透し、砂礫層まで達すると、その下の層が不透水層であるので、砂礫層内に帯水し、国分寺崖線の端に湧き

出て、野川の流れとなる。  

２００６年（平成１８年）春に野川流域連絡会の都民委員に応募した。それ以来７期１４年間委員を務めている。 

野川流域連絡会では、２００６年１０月から都民委員たちが分担して３ヶ月に一度、野川流域全体で野川の流量の測

定を始めた。プロではない市民が主体で測定をすることで、流量を体感し、「納得できる」流量の模索を行う試みで

ある。私は、三鷹地区の３カ所の測定を担当した。東京都の 建設局 河川部 計画課の職員とチームを組んで、川幅、

水深を測り、更に川に浮子を流して流速を測り、流量を測定した。野川全体では、測定点は２８カ所で、８年間デー

ターを積み重ねることで、有効なデーターが蓄積された。これらのデーターは、「野川流域河川整備計画」の改定時

に参考にされた。 

 それとは別に、一人で、月別の野川の流量の変化を知るために、２０１０年から毎月野川の流量と湧水量の測定を

７年間行った。「国分寺崖線の湧水と野川の水は、２月から５月頃が少なく、１０月頃に最も多くなる」ことがわか

った。年によっては６月頃に一番多くなる年もある。自然は複雑で、なかなか予測がつかない。私自身は、野川をよ

り深く体感できた。 

 

２ 野川の外来植物の除草 （みたか野川の会の活動） 

野川を歩き始めたころ、特に夏になると草丈が４ｍほどにもなるオオブタクサや、つる性のアレチウリが、一面に繁

茂している姿をよく見かけた。そのとき何とかしなければいけないと強く感じた。 

野川の植物は、昔からあった在来の植物が年々減少して、外から来た外来植物が増加し、現在では、外来植物が約４

０％になっている。昔からあった植物は、例えば、カントウヨメナ、ミクリ、フジバカマ、ツルボ、ナンバンギゼル

自己紹介 
退職後７０才から８５才（現在）は、地域のボランティア活動 

１野川流域連絡会委員（１４年間継続中） 

２市民大学総合コース企画委員（３年間） 

３野川公園愛護ボランティアの会 野鳥グループ（７年間） 

４みたか環境ひろばの編集 （第３５号まで４年間） 

５みたか野川の会代表（７年間） 

６花と緑のまち三鷹創造協会緑のボランティア部会長（４年間）

７野川のフジバカマの保全（７年間継続中） など 



などがある。野川の特に困りものの外来植物には、アレチウリ、オオブタクサ、オオフサモがある。外来生物法（特

定外来生物による生態系等に係わる被害の防止に関する法律）では、オオブタクサは要注意外来生物に指定され、ア

レチウリは特定外来生物に指定されている大変困った植物である。特定外来生物に指定されている植物は１２種あり、

そのうち４種が野川で見られる。（アレチウリ、オオフサモ、オオカワチシャ、オオキンケイギク） 

最初２００７年の秋、一人で除草を始めた。場所は相曽浦橋から飛橋の間で、大沢の里の目の前の野川です。オオ

ブタクサでいっぱいであつた。翌年の２００８年の夏に、運営委員をしていた市民大学総合コース（環境コース）の

皆様に声をかけ、「みたか野川の会」をつくり、野川からアレチウリやオオブタクサなどの困った外来植物の駆除を目

指した活動を行ってきた。除草の理由は、アレチウリやオオブタクサが野川に繁茂すると在来の植物は減少し、野川

で見られる植物の種類が減少し、景観も悪くなることが懸念されるからである。みたか野川の会の活動の範囲は、最

初の５年間は三鷹市の富士見大橋と大沢橋の間であった。除草活動始めてから４年目になってやっと、オオブタクサ

が大幅に減少したので、２０１３年から２年間は、下流側を御塔坂橋まで延長して約２ｋｍの範囲で活動した。一応

の成果が出たので、みたか野川の会は２０１５年３月に解散した。 

 

３ 国立天文台（七中前）竹林の管理 

花と緑のまち三鷹創造協会の緑のボランティア講座は、毎年１１月～２月の間に全６回連続講座で、樹木や竹林の

管理についての講習がある。今年で１５年目になる。私は第３期に受講した。２００９年４月に花と緑のまち三鷹創

造協会が発足してから、準備の期間をへて、２０１１年に緑のボランティア部会が発足した。その活動の場として、

国立天文台の許可を得て、七中前の竹林（約４６００ｍ²）の管理をすることになつた。ここは長い間放置されていた

竹林で、２０１１年２月から土曜日午後、雨でなければ、原則月一回活動をしてきた。３年ほどたてば、竹林の中は

明るくなり、七中の校舎が、竹林からもよく見えるようになった。竹林の中の樹木にも日は当り、コブシ、キンモク

セイやツバキの花が咲き出した。定例活動は、２０１１年度７回、２０１２年度８回、２００１３年度８回実施し、

２０１４年度からは土曜日午後の他に、火曜日午前の活動を許可され、２０１４年度は１２回活動を実施した。毎回

１０数名が活動に参加した。活動に際しては、女性でも参加ができるように、安全第一を心がけて、チームワークで、

無理をせずに作業することに心がけてきた。天文台は、我々の活動を、好意的に受け入れていただき、その後、雑木

林なども含むエリアが活動範囲に追加された。 

 

４ 野川のフジバカマの保全 

フジバカマは、秋の七草の一つで、万葉集のころから日本人に親しまれてきた。主として河原の湿った場所に生育

していたが、その数は、近年の都市開発や河川改修に伴い減少している。環境省の４次レッドリスト（平成２７年改

訂版）にはＮＴ（準絶滅危惧）に指定されている。東京都の「レッドデータブック東京２０１３」には、西多摩と南

多摩では、ＣＲ（近い将来においては野生では絶滅の危険性がきわめて高いもの）、区部、北多摩では、ＤＤ（情報不

足：環境条件の変化によって、容易に絶滅危惧のカテゴリーに移行しうる属性を有しているが、生育・生息状況をは

じめとして、ランクを判断するに足る情報が得られていないもの）とされている。 

そのフジバカマが、２０１１年８月に、野川にまだ残っていることを知ったので、保全活動を始めた。 

①野川のフジバカマの管理については、野川を管理する北多摩南部建設事務所と協議して翌年の２０１２年から、

フジバカマの比較的よく残っている野川の法面の約１２０ｍ²（幅約４ｍＸ長さ約３０ｍ）をゾーニングして、都の一

斉草刈りをしないようにした。その代わり市民が除草などの適切な管理活動を行うことにした。 

②２０１２年秋にはフジバカマの草丈が約１６０ｃｍに生育し、花が咲き、蝶アサギマダラがやってきた。 

③野川のフジバカマの種から苗を育て、三鷹市自然環境保全地区（天文台下）、三鷹市星と森と絵本の家の花壇、大

沢コミセンの花壇、日立中央研究所の庭園、神代植物公園植物多様性センター、羽沢小学校などに苗を提供した。 

④東京都レッドリストへの情報提供 

 東京都の保護上主要な野生生物種情報記入シートを作成し、提出した。 



⑤植物標本を作成し、牧野標本館（＠首都大学東京）へ提出し、長期保存をお願いした。 

幸い、野川のフジバカマは、生育に適した環境にあり、その後、よく生育している。 

 

５ 野川の環境学習 

最初、おおさわ学園研究会の年に、羽沢小学校から声がかかり、総合的な学習の時間に、野川の環境教育のお手伝

いをした。また東京都北多摩南部建設事務所からの依頼で、東京都の新採職員の職場研修の際に、野川での市民活動

を体験してもらった。 

●三鷹市羽沢小学校４年生の環境学習支援 

①２００９年１０月１５日 ５０名「野川について学習」＠教室 

②２００９年１１月１０日 １３名「外来植物除草」＠野川大沢橋付近 

③２００９年１１月１３日 １０名「湧水観察」＠七中崖下 

④２０１１年９月９日   ３９名 「外来植物除草」＠野川大沢橋 

⑤２０１４年１０月１０日 ６０名 「野川について学習」＠供出 

⑥０１４年１１月６日  ６０名 「外来植物除草」＠八幡橋付近 

●東京都の職員研修支援 

①２０１１年１０月１８日  ５名 「アレチウリの除草」＠野川御塔坂橋付近 

②２０１２年８月２３日   ３名 「オオブタクサの除草」＠野川柳橋付近 

③２０１６年１０月２７日  ９名  「フジバカマ保全活動の見学」＠野川桜橋付近 

 その他、野川流域連絡会委員として、子供や小学生を対照にする事業に、２００６年から２０１７年までスタッ

フとして係わった。 

●野川流域連絡会生きもの分科会の「野川・生きもの観察会」  

毎年２回（８月と１月）野川のホタル川付近で実施。市民が作った湧水の小川（ホタル川）と野川本流で、水生

生物を探し、観察した。 

●野川流域連絡会の「小学生による野川の通信簿」  

毎年１回６月新小金井橋付近で実施。小学生が、①水質、②水生生物、③植物、④野鳥と昆虫を観察して、野川

を採点する。 

 

おわりに 

 高齢化により、活動の継続性の確保には課題を抱えことが多い。なにか光るものがある活動ビジヨンを明確にし

て、それらの情報の発・受信と情報の共有化に努め、道が開けていくことを期待したい。 

 

添付資料 

１「みたか環境ひろば」より関連する記事（三鷹市のＨＰからも見ることができる） 

 ①三鷹の湧水（第１５号）、②国分寺崖線の湧水（第２４号）、③野川の流れを見守る（第９号）、 

 ④野川の流量の年間変化をさぐる（第２１号）、⑤野川の外来植物（第１９号）、 

⑥羽沢小学校４年生の「環境教育」（第２０号）、⑦羽沢小学校４年生が作った「野川の歌」（第２５号） 

⑧野川のフジバカマを育てる（第５９号） 

 

参考資料 

１ 「野川流域河川整備計画」  東京都 平成２９年７月（改訂） 

２ 「野川の植物目録 2011～2014」 みたか野川の会 2015 年４月 

羽沢小の環境学習の様子 
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